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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

現代社会が抱える課題に対して，社会科学の専門性を軸足とす 多様性の時代に生きる素養として、現代社会が抱える課題に対
る解決方法を提案し，自然科学と協働しながら課題解決に導く して、伝統的な理論と新しい理論の相違と調和を思考する姿勢
力を身につける。 を身につけることができるようになる。

⇔

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を 親子に関する複数の法理論を理解し基礎力として身につけ、応
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 用的な事案においても自らの考えに基づいて当てはめることが

できるようになる。
⇔

経法23ｶﾘ（2026改）･応用経済, 経法23ｶﾘ･応用経済

専門知識を応用・実践する力として，計量的分析手法によるデ 多様性の時代に生きる素養として、現代社会が抱える課題に対
ータ解析を用いたリスクの定量的評価，実験経済学による社会 して、伝統的な理論と新しい理論の相違と調和を思考する姿勢
制度の機能の検証，医療や福祉の現場における社会調査の手法 を身につけることができるようになる。
を実践した地域の問題発掘，法の経済分析を通じた法制度の効
果・影響の検証，などのスキルを習得し，経済の実情に即した
政策提言，あるいは企業行動の決定を行うことができる能力を
身につける。

⇔

環境問題，少子高齢化，自然・経済リスクの管理，コーポレー 親子に関する複数の法理論を理解し基礎力として身につけ、応
ト・ガバナンス等の法制度がかかわる問題などについて，現実 用的な事案においても自らの考えに基づいて当てはめることが
に解決を探る際には，法学，さらには，理学・工学・医学等の できるようになる。
関連領域との協力が必要となる。このために，関連する分野の
考え方を正しく理解して経済学的分析手法との相違を把握し，
経済学の知見を，柔軟にまた建設的に応用できる能力を身につ
ける。

⇔

経法20ｶﾘ･総合法律

法学の専門領域の基礎能力として，リーガルマインドを備え， リーガルマインドを備え、現代社会の諸問題を法的に解決して
現代社会の諸問題を法的に解決していく上で必要な法学体系の いく上で必要な、変化していく社会の親子関係を法的な視点か
基礎専門知識を身につける。 ら理解できるようになる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 親子とは何か――これは当たり前のようでとても難しい問題である。「婚姻」と「血縁」により親子を
決定するというわが国の伝統的な理論のほか、わが国に先立って社会の変化に直面したアメリカを題材
に、親となる「意思」で親子を決定するという生殖補助医療法制や、親として「機能」している者を親
と認定する理論を検討し、そこに普遍的な親子の要件を探すことを目的とする。ステップファミリー、
シングルピアレントや同性カップルによる子育てと、イメージしやすい具体的な事案から理論へと展開
していく。
「多様性」が称賛される現在、家族のあり方や親子のあり方は大きく変わろうとしている。そういう現
状を正確に理解しつつ、伝統的な理論と新しい理論との対立を明確にするのみならず、さらに深く洞察
して、そこに共通の要素、すなわち、社会が変わっても変わらない普遍を見出す力を目指す。本授業は
男女共同参画に関する内容を含んでいる。

(5)授業計画 本講義は、リアルタイムオンライン型で実施する遠隔授業である。詳細はeALPS等にて周知する。
第1回　はじめに
第2回　わが国の親子論
第3回　親権をめぐる紛争
第4回　アメリカ法の特徴
第5回　ジェンダー論
第6回　ジェンダー論
第7回　多様性の中の均衡
第8回　LGBTQ＋
第9回　婚姻の理論、血縁の理論
第10回　意思の理論、機能の理論
第11回　親子をめぐる多様
第12回　父とはなにか？
第13回　代理懐胎、養子縁組
第14回　母とはなにか？
第15回　おわりに、授業アンケート

(6)成績評価の方
法

授業中の質問に対する回答（50％）と期末のレポート提出（50％）
授業中には希望しない者を除く多くの者に複数回の発言の機会を設けることを予定している。期末レポ
ートの課題は最終回の発授後に発表し、課題発表から１週間程度の期限での提出を予定している。詳細
は各回に周知する。

(7)成績評価の基
準

(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような課
題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が適切に把握
できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「卓
越している」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある」。４項目までできていれば



(7)成績評価の基
準

「やや上にある」。３項目までできていれば「合格水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

特段予習は求めない。授業で興味を持って様々な文献を読み進めていくことについては奨励する。

(9)履修上の注意 特になし。

(10)質問,相談へ
の対応

授業中の質問を歓迎する。それ以外は適宜メールでの質問を受け付ける。

【教科書】 山口真由『アメリカにおける第二の親の決定』（弘文堂、2022年）

【参考書】 ジョセフ・ゴールドステイン、アンナ・フロイト及びアルバート・J・ソルニット著、島津一郎監修・解
説、中沢たえ子訳『子の福祉を超えて―精神分析と良識による監護紛争の解決―』（岩崎学術出版社、
1990年）
樋口範雄『親子と法 日米比較の試み』（弘文堂、1988年）
米沢広一『子ども・家族・憲法』（有斐閣、1992年）
米倉明『アメリカの家族―ボストン法学見聞記―』（有斐閣、1982年）信州大学経法学部編


